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９月８日、玉川保育所で運動
会が行われました。保護者が
カメラを片手に見守る中、園
児たちは組体操などを行い、
立派な姿を披露しました。
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第
13
回
・
９
月
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
は
、
一
般
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
野
田
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
計
13
件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
５
人
が
登
壇
し
、
村
政
に
対
し
て
鋭
く
切
り
込
み
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

９ 月
定 例 会

各会計の決算状況

29 年度の財政状況を公開します

一般会計
歳 入

59億8,769万4,000円
56億6,856万642円

歳 出 54億6,573万3,185円

国民健康保険
事業特別会計

歳 入
7億3,489万2,000円

7億6,218万4,519円
歳 出 6億6,544万8,091円

後期高齢者
医療特別会計

歳 入
3,969万9,000円

3,881万1,948円
歳 出 3,854万9,250円

農業集落排水
事業特別会計

歳 入
5,130万8,000円

5,139万26円
歳 出 4,701万200円

漁業集落排水
事業特別会計

歳 入
7,631万1,000円

8,370万3,744円
歳 出 5,556万7,912円

公共下水道
事業特別会計

歳 入
6億1,398万4,000円

3億4,773万6,784円
歳 出 2億6,953万4,840円

簡易水道事業
特別会計

歳 入
2億1,148万5,000円

1億9,493万9,022円
歳 出 1億7,387万29円

国民宿舎事業
特別会計

歳 入
972万4,000円

941万9,669円
歳 出 920万6,235円

【予算現額】

代表監査委員
中村　司

過去10年の推移

概
ね
適
正
に
処
理

　
　

今
後
も
生
活
再
建
に
傾
注
を監査委員

岩岡　吉比古

【決 算 額】

歳出（村から出ていくお金）
総額 54 億 6,573 万円

歳入（村に入ってくるお金）
総額 56 億 6,856 万円

用語解説
実
質
収
支
比
率

…
実
質
収
支
の
額
の
適
否
を
判
断
す
る
指

標
。
正
の
数
で
あ
れ
ば
黒
字
、
負
の
数

で
あ
れ
ば
赤
字
と
な
る
。

実
質
公
債
費
率

…
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示

す
指
標
。（
収
入
に
対
す
る
負
債
の
返
済

割
合
）

経
常
収
支
比
率

…
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め

の
指
標
。
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
弾
力
性

が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。

将
来
負
担
比
率

…
将
来
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度

合
い
を
示
す
指
標
。

　
平
成
２９
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
は
、
施

政
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
の
実
現
に
向
け
て

各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
、
事
務
事
業
は
概
ね
適

正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
各
会
計
と
も
経
費
節

減
に
努
め
、
健
全
財
政
を
維
持
す
べ
く
努
力
し

て
い
る
こ
と
が
概
ね
認
め
ら
れ
た
。

　
一
般
会
計
で
は
実
質
収
支
比
率
は
８
・
４
％
、

実
質
公
債
費
比
率
は
６
・
９
％
で
、
ど
ち
ら
も

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
数
値
を
維
持
し
て
い
る
。

　
経
常
収
支
比
率
は
８８
・
４
％
で
、
財
政
指
標
の

数
値
と
し
て
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
比
率
よ
り
高

く
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
将
来
負
担
比
率
が

０
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
震
災
復

興
事
業
費
の
財
政
構
造
へ
の
影
響
は
大
き
く
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
と
も
「
収
支
の
均
衡
」「
財
政
構
造
の

健
全
性
」「
行
政
水
準
の
確
保
向
上
」
に
留
意

し
な
が
ら
、「
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
」

に
基
づ
き
、
住
民
の
生
活
再
建
の
た
め
渾
身
の

力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。
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歳入 歳出
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30.8 35.5

77.1 95.0
77.2 72.0

54.6

163.7

112.5

200億

150億

100億

単位：億円

50億

繰入金

13億5,681万円

　24.36％

議会費
5,429万円
0.99％

商工費
7,558万円
1.38％

総務費
18億4,651万円

33.78％

土木費
11億287万円

20.17％

消防費
1億7,500万円

3.20％

教育費
2億6,999万円

4.93％

災害復旧費
2億8,969万円

5.30％

公債費
2億8,120万円

5.14％

民生費
7億5,590万円

13.82％

衛生費
2億3,907万円

4.37％

農林水産業費
3億7,518万円

6.86％

労働費
45万円
0.00％

繰越金

6億4,414万円

11.56％

村税

3億4,944万円

6.27％

地方交付税

19億3,591万円

34.76％

村債

2億7,500万円

4.93％

その他交付金

1億1,116万円

1.99％

国・県支出金

8億3,308万円

14.96％

その他

6,302万円

1.13％

自主財源
 43％依存財源

   57％
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総
務
教
民
常
任
委
員
会
︵
八
幡
文
耕
委
員
長
︶
は
陳
情
１
件
を
採
択

し
、
発
議
案
と
し
て
議
会
に
提
出
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
国
及

び
県
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

私
学
教
育
の
充
実
発
展
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

～ 

陳
情
採
択 

～

私学助成の充実を求める意見書
　私立学校は、公教育の一翼を担い学校教育の充実、発展に寄与しています。
　現在、私立学校の経営基盤は、厳しい環境におかれており、保護者の学費負担は家計
を大きく圧迫しています。また、生徒、一人当たりにかけられる教育費が公立学校に比
べて低いことが、教育諸条件が改善されない大きな要因になっています。
　こうした状況の中、教育条件の維持、向上と保護者の経済的負担の軽減を図るととも
に、私立学校の経営の健全化に資するため、運営費をはじめとする公費助成の一層の充
実が求められています。
　よって、このような実情を勘案し、私学助成について特段の配慮をされるよう次のと
おり要望いたします。

　過疎地域の私立高校に対する特別助成の増額を含め、私学助成金をさらに充実するこ
とを求めます。

　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき意見書を提出します。

　　平成 30 年９月 13 日
岩手県野田村議会議長　

　　衆 議 院 議 長　様
　　参 議 院 議 長　様
　　内閣総理大臣　様
　　財 務 大 臣　様
　　文部科学大臣　様
　　岩 手 県 知 事　様

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
１
８
万
９

千
円
を
増
額
し
、
総
額
は
44
億

４
６
４
９
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
震
災
復
興
特
別

交
付
税
１
億
９
１
３
４
万
４
千

円
な
ど
を
増
額
し
、
歳
出
で
は
、

日
向
保
育
所
用
地
造
成
事
業
１

千
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
操
出
金
６
２
５
０
万
円
、

庁
舎
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
等
災
害
復

旧
事
業
１
億
９
１
３
４
万
４
千

円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
、
議
長
を
除
く
11
名
で
構
成

さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
（
宇

部
武
典
委
員
長
）
に
お
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

村
税
の
不
納
欠
損
額
が
昨
年
度

よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、
債
権

と
し
て
残
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
税
務
課
長

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
執
行

停
止
し
て
い
た
も
の
で
、
停
止

中
で
も
納
税
は
可
能
だ
が
、
３

年
経
過
す
る
と
納
税
義
務
は
消

滅
す
る
。

村
営
バ
ス
運
営
事
業
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
国
民
宿

舎
事
業
特
別
会
計
で
そ
れ
ぞ
れ

予
算
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
委
託
料
の
予
算

補
正
が
今
の
時
期
と
な
っ
た
理

由
は
。

　
　
　
教
育
次
長

　

専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
が

お
ら
ず
、
県
に
専
門
調
査
員
の

派
遣
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
調

整
が
難
航
し
た
。

　
　
　
総
務
課
長

利
用
し
や
す
い
時
刻
と
の
声
が

あ
り
、
時
刻
表
も
バ
ス
停
ご
と

に
見
や
す
い
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
公
共
交
通
は
10
人
が
10
人

い
い
よ
う
に
と
い
う
の
は
難
し

い
が
、
今
後
も
検
証
し
て
い
く
。

結
婚
支
援
に
関
わ
っ
て
、
村
内

で
若
者
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
が
少

な
い
た
め
、
新
し
い
事
業
を
生

み
出
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
特
定
課
題
対
策
課
長

村
内
事
業
所
の
若
手
独
身
社
員

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

日
向
保
育
所
用
地
造
成
事
業

の
規
模
と
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
住
民
福
祉
課
長

　

規
模
は
、
園
舎
が
木
造
平
屋

建
て
で
約
４
０
０
㎡
、
園
庭
や

駐
車
場
な
ど
も
含
め
た
敷
地
の

合
計
面
積
は
約
２
，
８
０
０
㎡

と
な
る
。
本
年
度
中
に
用
地
造

成
を
終
え
、
31
年
度
中
に
建
物

や
園
庭
等
の
整
備
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
見
て

今
後
の
事
業
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。

健
康
運
動
教
室
事
業
の
対
象
は

被
災
者
の
み
だ
が
、
枠
を
広
げ

る
考
え
は
。

　
　
　
住
民
福
祉
課
長

震
災
復
興
に
関
わ
る
財
源
で
あ

る
た
め
被
災
者
を
対
象
と
し
て

い
る
。
方
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
早
急
な
対
応
は
難

し
い
。

は
ま
な
す
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
産
業
振
興
課
長

29
年
度
ま
で
は
商
工
会
の
事
業

と
し
て
調
査
研
究
し
て
き
た
が
、

30
年
度
は
村
の
事
業
と
し
て
は

ま
な
す
の
景
観
再
生
と
ロ
ー
ズ

ヒ
ッ
プ
テ
ィ
ー
の
特
産
品
化
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

村
内
で
荒
海
ホ
タ
テ
を
買
え
な

い
状
況
で
は
な
い
か
。
地
元
消

費
の
拡
大
が
観
光
客
の
誘
致
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
村
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　
産
業
振
興
課
長

村
内
の
魚
屋
な
ど
の
店
頭
で
販

売
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

都
市
公
園
内
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

水
た
ま
り
改
善
の
た
め
の
方
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
地
域
整
備
課
長

津
波
防
災
緑
地
で
あ
り
、
抜
本

的
な
工
事
は
難
し
い
が
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
イ
ベ
ン
ト
で
村
外
の

方
も
利
用
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
場
所
を
選
ん
で
排

水
処
理
工
事
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
民
族
造
形
館
の
今
後
の

維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
教
育
次
長

総
合
戦
略
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
昨
年
度
提
携
し

た
大
阪
大
学
の
学
生
ら
と
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

庁舎キュービクル

住宅建築や工事への影響が懸念されます利便性のさらなる向上を望みます

はまなすの景観再生が待ち遠しいです

パークゴルフを目的に多くの方が
訪れています　　　　　　　　　

現在の日向保育所

補
正
予
算

決
算
特
別
委
員
会

問問

問問

問問問

問問

問

答

答

答答答

答答

答

答答
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「村政を問う」
　　　　　　～ 一般質問　５人が登壇 ～

◆ 米　田　忠　一　議員（７ページ）
　　　― 自主防災組織の必要性を問う ―

その他の質問
　・自主防災組織について　　・シルバー人材センターについて　　・仮設店舗の運用に関して
　・中学校教員の勤務時間に関して　　・郷土芸能の伝承について

◆ 米　田　徳一郎　議員（８ページ）
　　　― 県北横断自動車道の新設を ―

その他の質問
　・むらづくり懇談会（村長と語る会）について　　・職員の震災復興完遂後の体制等について
　・台風10号による災害復旧状況について　　・介護施設の現状と課題について

◆ 古　舘　幹　男　議員（９ページ）
　  ― 豪雨災害対策として植樹の考えは ―

その他の質問
　・原木しいたけ用樹の植林について

◆ 山　田　陽　子　議員（１０ページ）
　　― 住民懇談会の関心度低下が問題化 ―

その他の質問
　・自治会について　　・玉川舘公園周辺の環境整備について　　・広報誌について
　・学校施設等におけるブロック塀等の安全点検等状況調査
　・中学校の部活動の指導者について

◆ 宇　部　武　典　議員（１１ページ）
　　　― 仮設店舗の供用継続の考えは ―

その他の質問
　・東日本大震災大津波からの復興の取り組みに関して
　・国民健康保険事業の広域化に関わって　　・子どもの医療費無料化政策の拡充に関して
　・久慈工業高校を守り育てる会の運動に関わって　　・防災・減災対策に関する問題について

※本号掲載以外の質問に関しては村ＨＰをご覧ください
http://www.vill.noda. iwate. jp/  　　　

自主防災組織の必要性を問う

村長　多くの地域で取り組んでほしい

問村
長　

昨
今
の
災
害
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
が
通
用
し
な
い
こ

と
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

行
政
と
一
緒
に
自
主
防
災
に
取

り
組
む
よ
う
説
明
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
多
様
化
す
る
災
害
を

考
慮
す
れ
ば
、
多
く
の
地
域
で

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問村
長　

今
後
、
消
防
団
と
自
主

防
災
組
織
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
き

る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で

で
き
る
こ
と
な
ど
を
協
議
し
て

い
く
中
で
よ
り
良
い
方
向
を
見

出
し
て
い
き
た
い
。

問村
長　

以
前
提
案
が
あ
っ
た
際

は
、
既
存
事
業
者
を
圧
迫
す
る

こ
と
は
避
け
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
慎
重
に
進
め
た
い
と
答
弁

し
た
。
し
か
し
、
既
存
事
業
者

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
・
し

き
れ
な
い
部
分
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
高

齢
者
の
方
々
の
中
で
、
社
会
貢

献
や
社
会
奉
仕
を
し
た
い
と
い

う
方
も
増
え
て
い
る
た
め
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
や
社
会

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
今
後
、

労
働
の
提
供
者
と
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
受
け
た
い
人
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
仕
組
み
を
検
討

し
た
い
。

問

村
長　

引
き
続
き
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
自
主
再

建
し
た
事
業
者
と
の
負
担
の
公

平
性
の
確
保
と
事
業
者
の
負
担

に
十
分
配
慮
し
た
金
額
で
譲
渡

交
渉
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問村
長　

村
と
し
て
本
設
再
建
を

基
本
に
支
援
し
て
き
た
。
自
主

再
建
し
た
事
業
者
と
の
負
担
の

公
平
性
か
ら
無
償
で
の
譲
渡
は

考
え
て
い
な
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

の
活
用
は

仮
設
店
舗
入
居
事
業
者
の　

　
　
　
　
　
　

事
業
継
続
は

米 田　 忠 一 議員

住民と行政が一体となって防災に取り組む必要があります

村シルバースポーツ大会のようす

引き続き本設再建に向けた支援を望みます
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県北横断自動車道の新設を豪雨災害対策として植樹の考えは

村長　関係団体と連携し要望活動進める村長　適切な森林施業を促進していく

問村
長　

本
年
８
月
に
関
係
す
る

２
市
２
町
２
村
の
首
長
で
「
北

岩
手
・
北
三
陸
横
断
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
第
一
回
設

立
準
備
委
員
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
同
盟
会

設
立
に
向
け
鋭
意
準
備
し
て
お

り
、
関
係
市
町
村
の
他
、
各
市

町
村
議
会
と
商
工
団
体
へ
同
盟

会
へ
の
参
加
を
依
頼
し
て
い

る
。
今
後
は
同
盟
会
設
立
総
会

を
経
て
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

問

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
要
望

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問村
長　

一
般
県
道
安
家
玉
川
線

で
は
８
ヶ
所
の
災
害
復
旧
工
事

を
合
冊
し
て
発
注
、
復
旧
延
長

約
４
，０
５
５
メ
ー
ト
ル
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
、

も
た
れ
式
擁
壁
工
、
舗
装
工
等

で
施
工
し
、
現
在
も
早
期
完
成

に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

村
長　

森
林
が
持
つ
公
益
的
機

能
の
一
つ
に
山
地
災
害
防
止
機

能
が
あ
る
。
こ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
針
葉

樹
、
広
葉
樹
に
関
わ
ら
ず
人
工

林
の
適
切
な
間
伐
な
ど
に
よ
り

林
床
を
十
分
に
明
る
く
し
、
下

層
植
生
と
と
も
に
樹
木
の
根
が

広
く
発
達
し
た
土
壌
を
保
持
で

き
る
よ
う
管
理
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
伐
採
後
に
発

生
す
る
林
地
残
材
は
大
雨
の
際

に
下
流
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
た
め
適
切
に
搬
出
す
る

な
ど
対
処
が
必
要
で
あ
る
。
い

　

貯
木
場
の
設
置
は
計
画
さ
れ

て
い
な
い
が
、
漁
港
、
漁
場
へ

の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
河

川
内
の
流
木
を
可
能
な
限
り
処

理
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

道
路
の
幅
員
や
道
路
高
等
の

改
良
工
事
は
原
型
復
旧
が
基
本

で
あ
り
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問村
長　

本
年
３
月
末
時
点
で
の

管
内
の
待
機
者
は
２
４
８
人
、

ず
れ
に
し
て
も
森
林
が
保
有
す

る
公
益
的
機
能
が
十
分
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
適
切
な
森
林
施
業

を
促
進
し
て
い
く
。

問村
長　

森
林
整
備
は
森
林
組
合

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
林
道
整
備
は
山

の
適
切
な
管
理
の
た
め
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

う
ち
47
人
は
早
期
入
所
が
必
要

な
方
で
あ
る
。
施
設
整
備
は
認

知
症
対
応
型
共
同
介
護
施
設
が

２
ヶ
所
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

が
１
ヶ
所
で
あ
り
、
待
機
者
の

解
消
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

村
の
在
宅
介
護
の
実
態
は
５

月
末
時
点
で
一
号
被
保
険
者
数

が
１
，５
３
５
人
、
要
介
護
認

定
者
数
は
２
９
５
人
で
、
う
ち

１
６
７
人
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
で
あ
る
。
支
援
内
容
は
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
随
時
訪
問
し
、

必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と

の
結
び
つ
け
を
行
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

団
塊
世
代
の
入
所
見
込
み
と

施
設
の
充
足
は
65
歳
以
上
の
人

口
が
平
成
37
年
度
に
は
２
０
，

２
６
６
人
、
人
口
４
８
８
人
の

増
、
高
齢
化
率
５
・
９
％
の
上

昇
が
推
計
さ
れ
、
要
介
護
者
の

認
定
数
も
４
，０
２
１
人
で
３

３
９
人
の
増
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
対
象
と
な
る
要
介
護
３
以

上
に
限
れ
ば
、
92
人
増
の
１
，

４
６
８
人
と
な
る
。
入
所
対
象

者
の
増
加
に
対
す
る
施
設
整
備

は
住
民
や
事
業
者
の
意
向
を
聞

き
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問村
長　

東
日
本
大
震
災
大
津
波

の
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
に
よ
り
、
原
木
の
供
給
不
足

や
価
格
高
騰
を
招
き
、
生
産
者

の
減
少
や
生
産
規
模
の
縮
小
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
普

代
村
の
村
有
林
へ
の
ナ
ラ
類
の

植
林
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
現
時
点
で
村
有

林
の
伐
採
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
伐
採
を
行
っ
た
後
の
樹
種

の
一
つ
と
し
て
ナ
ラ
類
の
植
林

を
検
討
す
る
。

安
家
川
付
近
の
災
害
復
旧
の

　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

介
護
支
援
対
策
の
現
状
と　

　

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う

し
い
た
け
生
産
者
へ
の　
　

　
　
　
　
　
　
　

支
援
望
む

米 田 徳一郎古 舘　 幹 男 議員議員

いまなお復旧工事が進められています森林の適切な管理を求めます

しいたけの原木

整備に向けて強く要望していきます村のハザードマップ（一部抜粋）

野田村

盛岡市

北岩手・北三陸横断道路
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住民懇談会の関心度低下が問題化

村長　さらに工夫し課題や要望に耳を傾ける

問村
長　

村
内
16
か
所
で
開
催
し

２
１
８
名
が
参
加
し
た
。
最
も

参
加
率
の
高
い
地
区
は
「
広
内

地
区
」
の
92
・
３
％
、
最
も
低

い
地
区
は
「
城
内
地
区
」
で

４
・
６
％
で
、
全
体
で
は
27
・

64
％
で
あ
り
、
村
内
全
世
帯
数

の
３
割
が
参
加
し
て
い
る
。
村

民
が
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
参

加
す
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
各

地
域
の
課
題
や
要
望
に
耳
を
傾

け
、
と
も
に
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問村
長　

若
い
世
代
が
参
加
で
き

る
工
夫
と
原
因
な
ど
を
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
意
見
を
聞
き
、
地

域
の
意
向
な
ど
把
握
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

問村
長　

道
路
の
整
備
・
修
繕
や

草
刈
の
対
応
依
頼
、
河
川
の
河

道
掘
削
な
ど
の
要
望
等
が
出
さ

れ
た
。

問村
長　

相
談
や
情
報
を
気
軽
に

で
き
る
体
制
を
考
え
る
。

問村
長　

自
主
防
災
組
織
に
係
る

村
の
支
援
内
容
や
補
助
制
度
の

ほ
か
、
村
が
気
付
か
な
い
道
路

の
痛
み
や
支
障
木
の
情
報
な
ど

が
出
さ
れ
た
。

問教
育
長　

検
討
し
て
い
な
い
。

問
　

公
共
施
設
の
予
約
申
請
は
総
合

セ
ン
タ
ー
と
学
習
セ
ン
タ
ー
の
み

年
間
を
通
じ
て
利
用
す
る
場
合
３

か
月
ま
で
予
約
が
可
能
で
す
。

村
長　

地
域
の
中
で
互
い
に
支

え
合
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
、
高
齢
化
等
に
よ
り
出
来

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
中
で
配
慮
し
て
い
く
こ
と
で

こ
の
よ
う
な
問
題
は
い
く
ら
か

解
決
に
向
か
う
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

問村
長　

災
害
の
種
類
に
よ
り
具

体
的
な
避
難
路
等
も
違
う
た

め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
参

考
に
地
域
と
行
政
、
消
防
機
関

等
が
一
緒
に
な
り
計
画
を
作
り

上
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問村
長　

抜
本
的
な
改
良
は
難
し

い
が
、
運
搬
車
が
通
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
検
討
を
始
め
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　・
広
報
の
だ
の
掲
載
企
画
に
つ

い
て

　・
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安

全
点
検
状
況
調
査
に
つ
い
て

舘
公
園
周
辺
を
観
光
の
た
め

　
　
　
　

整
備
す
る
考
え
は

山 田　 陽 子 議員

美しい自然を守っていく必要があります

仮設店舗の供用継続の考えは

村長　本年度末で供用は終了としたい

問村
長　

現
在
入
居
中
の
事
業
者

は
今
後
も
本
設
再
建
の
め
ど
が

な
い
と
の
こ
と
で
、
仮
に
撤
去

費
等
助
成
が
延
長
さ
れ
た
と
し

て
も
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
仮

設
店
舗
と
し
て
の
供
用
は
終
了

す
る
考
え
だ
。

問村
長　

県
で
は
継
続
実
施
は
検

討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、

決
定
し
た
場
合
は
速
や
か
に
周

知
し
た
い
。

問

村
長　

国
保
世
帯
数
７
０
７
世

帯
、
課
税
総
額
１
億
40
万
６
千

円
、
４
２
８
世
帯
60
・
５
％
が

減
額
、
２
７
７
世
帯
39
・
１
％

が
増
額
と
な
っ
た
。
税
額
の
分

布
状
況
は
、
３
万
円
ま
で
が
２

３
３
世
帯
33
％
、
３
万
円
〜

10
万
円
ま
で
が
１
７
２
世
帯
24

％
、
10
万
円
〜
30
万
円
ま
で
が

２
０
９
世
帯
29
％
、
30
万
円
以

上
が
93
世
帯
14
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

激
変
緩
和
措
置
は
該
当
に
な

ら
な
か
っ
た
。

問村
長　

一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
り
入
れ
は
段
階
的
に
解
消

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保

険
給
付
費
に
か
か
る
一
部
負
担

金
免
除
分
等
に
対
応
す
る
た
め

今
年
度
に
お
い
て
も
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
継
続
実
施

す
る
。

問

村
長　

県
内
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
県

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

村
長　

久
慈
工
業
高
校
を
守
り

育
て
る
会
の
運
動
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
県
内
市
町
村
長
と
も

連
携
し
て
運
動
し
て
ま
い
り
た

い
。

問村
長　

住
民
懇
談
会
の
あ
と
複

数
の
地
区
か
ら
結
成
の
打
診
が

あ
る
の
で
、
計
画
づ
く
り
等
始

め
た
い
。
防
災
士
育
成
講
習
会

に
は
２
名
派
遣
す
る
。

国
保
事
業
広
域
化
に
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宇 部　 武 典 議員

久慈工業高校を守り育てる会のようす

防災訓練での土のうづくりのようす



コ ト バ 解 説

　防火水槽の整備を計画的に進め、
地域の安心度を高めるべきでは。
 （H29.3 定例会・予算特別委員会）

　消防団と協議しながら計画
的に整備していく。

防火水槽
　地下にある消火用の水を溜めた水
槽のことです。
　水槽に溜めた水をポンプで吸い上
げて消火に利用します。

　  あの問題　どうなりました？
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○…賛成　×…反対
※議長は採決に参加しない。

会議 議案番号 議 案 内 容

第 

12 
回

臨 

時 

会

議案第１号 平成30年度野田村一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第２号 財産の取得に関し議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第３号 宇部川第５排水区ポンプ場建設（建築）工事の請負契約の締結に関し議決を
求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

第
　
13
　
回
　
定
　
例
　
会

報告第１号 株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

報告第２号 平成29年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第１号 平成29年度野田村一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第２号 平成29年度野田村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第３号 平成29年度野田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第４号 平成29年度野田村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第５号 平成29年度野田村漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第６号 平成29年度野田村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第７号 平成29年度野田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

認定第８号 平成29年度野田村国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第１号 平成30年度野田村一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第２号 平成30年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第３号 平成30年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

議案第４号 平成30年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

発議案第１号 私学助成の充実を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可

採決一覧表
 港地区に整備することとなりました。
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多発する豪雨災害等に向けて整備が急がれます（図はイメージ）

廣内議員　建屋の地上
高は宇部川の水位と比較
してもっと高くする必要
はないか。
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６月 
　　１日　八戸・久慈自動車道建設促進期成同盟会
　　　　　　定例総会（八戸市）・・・・・・・・・議　長
　　４日　村文化スポーツプロジェクト
　　　　　　実行委員会総会 ・・・・・・・・・・議　長
　　６日　村観光協会役員会・総会 ・・・・・・・議　長
　　11日　三陸北縦貫道路整備促進期成同盟会総会
　　　　　　　　　　　　　　　　（宮古市）・・・議　長
　　12日　下安家漁業協同組合総会 ・・・・・・・議　長
　　17日　出稼ぎ者就労問題打合せ会
　　　　　　及び野田はまなす会総会（東京都）・・議　長
　　17日　野田はまなす会設立30周年記念祝賀会
　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）・・・全議員
　　29日　北奥羽開発促進協議会定例総会
　　　　　　及び設立50周年記念講演会（八戸市）・議　長
　　30日　久慈地区支部消防操法競技会出場激励会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・議　長

７月 
　　３日　八戸・久慈自動車道建設促進期成同盟会
　　　　　　県要望（久慈市）・・・・・・・・・・議　長
　　７日　鈴木俊一さん衆議院議員永年勤続
　　　　　　25年記念を祝う会（久慈市）・・・・・議　長
　　８日　岩手県消防協会久慈地区支部
　　　　　　消防操法競技会及び結果報告会 ・・・議　長
10・11日　岩手県町村議会議長会第１回政務調査会
　　　　　　並びに政務調査会研修会（盛岡市）・・議　長
　　17日　八戸・久慈自動車道建設促進期成同盟会
　　　　　　国要望（仙台市）・・・・・・・・・・議　長
　　20日　三陸北縦貫道路整備促進期成同盟会
　　　　　　国要望（仙台市）・・・・・・・・・・議　長
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　山の色づきが一層深まり、秋の気配をより感じるよ
うになりました。今年は全国各地で豪雪や
地震、度重なる台風による被害が深刻で
した。震災から７年７か月以上経過した
今、改めて災害への備え、意識を高めな
ければと思うこの頃です。　　　（中川）

　　20日　国道281号整備促進期成同盟会総会
　　　　　　及び県要望（盛岡市）・・・・・・・・議　長
　　23日　北部地区町村議会議員研修会
　　　　　　及び情報交換会（岩泉町）・・・・・・全議員
26・27日　夏季議員大学講座（盛岡市）・・・・・・議員４名

８月 
　　３日　久慈地区市町村議会連絡協議会定期総会
　　　　　　　　　　　　　（久慈市）・・・議長・副議長
６・８日　北部地区町村議会議長会県要望
　　　　　　　　　　　　　　（盛岡市ほか）・・・議　長
　　10日　市町村からの要望 ・・・・・・・・・・全議員
　　15日　野田村戦没者慰霊祭 ・・・・・・・・・全議員
　　23日　国道281号整備促進期成同盟会国要望
　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台市）・・・議　長
30・31日　岩手県町村議会議長会中央研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）・・・議　長

北部地区町村議会議員研修会
　７月２３日、北部地区町村議会議長会主催による
議員研修会及び情報交換会が、岩泉町内などで行
われました。村議会からは貮又議長をはじめ１２名
が参加しました。
　岩泉町役場で台風被害からの復旧・復興状況、
今後の防災に関する説明を受けた後、（株）岩泉乳
業の施設見学などを行いました。

夏季議員大学講座
　７月２６、２７日の２日間にわたり、岩手県町村
議会議長会主催の夏季議員大学講座が盛岡市で開
催され、村議会からは廣内副議長をはじめ４名が
参加しました。
　講座の内容は、主にまちづくりに関することで、
スーパー公務員と呼ばれた高野誠鮮（じょうせん）
氏など計５名の講師からお話を聞き、理解を深め
ました。


